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全国学力・学習状況調査

特徴的な問題

－校内研修及び授業に生かすためにー

令和元年５月

富 山 県 教 育 委 員 会



「特徴的な問題」とは

教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の

向上等につながるよう、学習指導上特に重視される点や身に付け

るべき力を具体的に示すメッセージとなる問題

◎ 「特徴的な問題」を、上記のような問題として取り上げました。

今、求められている「身に付けるべき資質・能力」を理解し、学習指導の

改善・充実を図ることができるよう、校内研修等でご活用ください。

◎ 各小・中学校で協力いただいたアンケート『児童生徒にとって課題のみら

れる問題』の調査結果を掲載しました。参考にしてください。
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

１ 小学校「国語」 

(1) 国語 設問番号１一 調べたことを報告する文章を書く (「公衆電話」) 

学習指導要領の領域等：５・６学年 Ｂ書くことエ 

評価の観点：書く能力  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 図表やグラフ等の情報を本文と関係付けて読むことができるようにする 
  文章と図表、グラフ等とが複合した教材を取り上げ、目的に応じて内容や数値等の情報を正確
に捉えた上で、それらを関係付けながら書き手の意図を推論したり、自分の考えに生かしたりす
ることができるようにすることが大切である。 

    
 
 
 
 
・参考：報告書 27 年度 P.56～P.64  28 年度 P.60～P.63    授業アイディア例 27 年度 P.６

28 年度 P.６  「４年間のまとめ【小学校編】」P.６ P.11 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
① 図表やグラフ等からどのようなことを読み取ることができるかを考えさせる。 
② 図表やグラフの内容が文章のどこに取り上げられているのか、図表やグラフがあること
によって文章がどのように分かりやすくなっているかなど、文章と図表やグラフ等との関
係やその効果を捉えさせる。 

 【出題の趣旨】 図表やグラフ等を用いた目的を捉えることができるかどうかをみる。 

 目的や課題に応じて図表やグラフ等の資料を意図的・計画的に用いることができるかどうかをみ
る問題 
〈関連する問題と正答率〉 
28 年度小学校Ｂ２一   （県 43.6％ 国 43.4％)  
28 年度小学校Ｂ２二(1) （県 54.0％ 国 51.4％) 
28 年度小学校Ｂ２二(2) （県 68.8％ 国 64.2％） 

正
答 〈

資
料
２
〉･･

･

２ 

〈
資
料
３
〉･･

･

４ 
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(2) 国語 設問番号２一(２) 疑問に思ったことを調べ、紹介し合う（「食べ物の保存」） 

学習指導要領の領域等：５・６学年 Ｃ読むことウ   

評価の観点：国語への関心・意欲・態度、読む能力  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
略
）

学校に配布するときは 

鮮明になりますよね？ 

 
【出題の趣旨】 目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら

読むことができるかどうかをみる。

 疑問に思ったことを明らかにするために本や文章を選び、内容を的確に押さえて読むことができる

かどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

28 年度小学校Ｂ３三 (県 56.9％ 国 52.9％) 

30 年度小学校Ｂ３二 (県 59.2％ 国 52.3％) 

 
○ 目的に応じて文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読む
ことができるようにする 

  何のために、何を知りたいのか、どのような情報が必要なのか、という目的
を明確にした上で、全体の構成を把握しながら読むことができるようにするこ
とが大切である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・参考：報告書 28 年度 P.70～P.77 30 年度 P.68～P.75 

授業アイディア例 28 年度 P.７～P.８ 30 年度 P.７～P.８ 

学習指導上の留意点

指導のポイント 
① 文章に書かれている課題、理由や根拠となっている内容、構成の仕方
や巧みな叙述等について注意して読むことを重視する。 

② 自分が興味・関心をもったことについて、興味・関心の根拠となる叙
述を取り上げて、その理由を説明する場を設ける。 

③ 自分の考えを明確にするために必要な叙述を選び、他の部分に書かれ
ている叙述と比べたり、自分の知識や経験、考え等と関係付けたりしな
がら自分の考えをまとめさせる。 

正
答
例 

季
節
や
天
候
に
よ
り
、
食
べ
物
が
手
に
入
ら
な

い
こ
と
や
、
手
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
く
さ
っ
て
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
。
（
69
字
） 
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(3) 国語 設問番号３三 地域で活躍する人を紹介する(畳職人へのインタビュー） 

学習指導要領の領域等：５・６学年 Ａ話すこと・聞くことエ 

評価の観点：国語への関心・意欲・態度、話す・聞く能力  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

【出題の趣旨】 話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめることができるかどう
かをみる。 

平成 28 年度【小学校】国語Ｂ１三において「話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って質

問すること」に課題がみられたことを踏まえて出題された問題                  
〈関連する問題と正答率〉 

 28 年度小学校Ｂ１三 (県 56.1％ 国 50.4％)   30 年度小学校Ｂ１三  (県 40.1％ 国 33.8％)

（略）

○ 目的意識をもって、主体的に聞くことができるようにする 
インタビューの目的に応じて、相手の意図は何か、自分の予想との違いは何か、自分の考えとの共

通点や相違点は何かなどを観点として、相手の話を注意深く聞くことができるようにすることが大切
である。 

 

 

 

 

 
 
 

・参考：報告書 26 年度 P.48～P.57 28 年度 P.52～P.59  授業アイディア例 30 年度 P.４   

学習指導上の留意点

指導のポイント 

① 相手の話を受けることのよさを考えさせたり、相手の話を受け、どのような言葉で返すこ

とができればよいかについて具体例を挙げさせたりする。 

② 相手の話の内容を確認した上で質問したり、相手の話の内容を言い換えて、確認するため

に質問したりするなど、相手の話の内容と関連付けて質問できるようにする。 

③ 話し手の発言内容の中から、中心となる考え、理由や根拠等を、短い言葉で要約してメモ

等に書き留めさせる。 

（略）

（略）

正
答
例 

（
特
に
、
）
自
分
が
一
人
前
に
な
っ
た
と
思
わ
ず
、
次
こ
そ
は
も
っ
と
よ
い
も
の

を
作
ろ
う
と
ち
ょ
う
戦
し
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
（
57
字
）
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２ 中学校「国語」 

(1) 国語 設問番号１三 情報を読む（新聞） 

学習指導要領の領域等：１学年 Ｃ読むことオ  

評価の観点：国語への関心・意欲・態度、読む能力  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

○ 感じたことや考えたことを交流し、自分なりのものの見方や考え方が分かるように説明することが
できるようにする 
詩歌等を読んで、感じたことや考えたことを交流する際には、なぜそのように感じたのか、表現の

どこからそのように考えたのかなど、根拠を明確にして説明することが大切である。 
 

 
 
 
 
 

 
 
・参考：報告書 29 年度 P.68～P.75  言語活動事例集【中学校版】P.45～P.46  P.47～P.48 

学習指導上の留意点 

短歌の中の言葉を取り上げて想像できる情景や心情を書くとともに、想像した内容について感じた

ことや考えたことを具体的に書くことができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

26 年度Ｂ３三 （県 52.1％ 国 46.5％）  29 年度中学校Ｂ１三 （県 44.7％ 国 41.4％）  

【出題の趣旨】 文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えをもつことがで

きるかどうかをみる。  

指導のポイント 
① 詩歌等を読み、印象に残った描写を取り上げ、なぜその描写が印象に残ったのかを具体的
に説明する学習活動に取り入れる。 

② 詩歌等を読み、比喩や反復等の表現の技法についての知識を生かすなど、これまでの学習
を踏まえるようにする。 

③ 詩歌等に書かれたものの見方や考え方と自分のものの見方や考え方とを対比させて、自分
の考えを再構築する学習活動を取り入れる。 

正
答
例 

「
新
し
い
」
と
「
背
筋
を
伸
ば
し
て
始
ま
り
を
待
つ
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
新
年
度

の
最
初
の
授
業
の
始
ま
り
を
、
期
待
と
不
安
と
が
混
ざ
っ
た
気
持
ち
で
待
っ
て
い
る
様

子
が
想
像
で
き
ま
す
。
新
年
度
を
迎
え
る
と
、
皆
気
持
ち
を
引
き
締
め
た
り
決
意
を
新

た
に
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。 
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(2) 国語 設問番号２二 話合いをする(文化祭)         

学習指導要領の領域等：１学年 Ａ話すこと・聞くことウ   

評価の観点：話す・聞く能力  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

相手に分かりやすい語句の選択、相手や場に応じた言葉遣い等についての知識を生かして話すことが

できるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

 29 年度中学校Ａ７一 （県 56.8％ 国 54.0％） 

 
○ 相手に分かりやすい語句の選択、相手や場に応じた言葉遣いなどについての知識を生かして話すこ
とができるようにする 

  聞いただけでは意味が分かりにくい言葉や日常生活で使うことが少ない言葉等については、聞き手
の反応を踏まえて分かりやすい言葉に言い換えたり、説明を加えたりすることが重要である。 

 
 

 
 
 
 
 
・参考：報告書 27 年度 P.24～P.26 29 年度 P.46～P.48  

言語活動事例集【中学校版】P.19～P.20 

【出題の趣旨】 相手に分かりやすく伝わる表現について理解しているかどうかをみる。 

指導のポイント 
① 聞き手の反応を踏まえて、内容を補足したり言葉を言い換えたりするなど、どのように対応
すればよいのかを具体的に考える活動を取り入れる。 

② 言い換えた言葉が文脈に沿った正しい表現になっているかを確かめさせる。 
③ 相手に分かりやすい語句を選んで話すことができたかという観点から話し方を振り返らせ
る。 

(

略)

正答 １ 

学習指導上の留意点
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(3) 国語 設問番号３二 意見文を書く (地域の店) 

学習指導要領の領域等：１学年 Ｂ書くことウ 

評価の観点：国語への関心・意欲・態度、書く能力  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 説得力のある文章にするためには、根拠を示す必要があることを理解して書くこ
とができるようにする 
図表やグラフから目的に応じて情報を正しく読み取り、必要な情報について適切

な言葉を用いて記述することが重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・参考：報告書 小学校 28 年度 P.60～P.66  

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
① 資料から得た情報が、自分の伝えたいことの根拠としてふさわしいかどう
かを検討させる。 

② 自分の考えを伝えるための根拠として文章中に図表やグラフを用いる場合
は、文章と関係付けながら図表やグラフ等を読むことができるようにする。 

③ 読み手に分かりやすく伝わるように、必要に応じて自分なりの考えを加え
させる。 

 
平成 28 年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ｂ２二において、「目的や意図に応じて、グラ

フや表を基に、自分の考えを書くこと」に課題がみられたことを踏まえて出題された問題 
〈関連する問題と正答率〉 
28 年度小学校Ｂ２二(1) （県 54.0％ 国 51.4％） 

28 年度小学校Ｂ２二(2) （県 68.8％ 国 64.2％） 

【出題の趣旨】 伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くことができるかどうかをみる。

正
答
例 

回
答
者
全
体
の
七
十
二
パ
ー
セ
ン

ト
が
挙
げ
て
い
る
「
必
要
な
も
の
が
近

所
で
手
に
入
る
」
こ
と
も
地
域
の
店
の

魅
力
だ
。 
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【出題の趣旨】 示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を言葉や数を用いて

記述できるかどうかをみる。

３ 小学校 算数 

 (1) 算数 設問番号１(3)  図形の構成と筋道を立てた考察(台形) 

          学習指導要領の領域：５学年 Ｂ量と測定(1)ア  

 評価の観点：数学的な考え方   問題形式：記述式 
 
 
 

 
 

 
<関連する問題と正答率>  
 19 年度小学校Ｂ１(2) (県 90.1％ 国 88.1％） 
 28 年度小学校Ｂ５(1) (県    8.6％      国    6.9％） 
           

  

１(3) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答例 

20 は、長方形の面積を表しています。４は、三角形の面積を表しています。 

20－４は、長方形の面積から三角形の面積を引いていることを表しています。 

図形の性質や構成要素に着目して、図形を観察・構成したり、図形について筋道を立てて考察し
表現したりすることができるかどうかをみる問題 

 

○ 図形と式を関連付けて、式の意味を説明することができるようにする 

  言葉や数、式、図、表、グラフ等を用いて、筋道を立てて説明したり論理的に考えたりして、

自ら納得したり他者に分かりやすく説明したりできるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・参考：解説資料 30年度P.43  報告書 28年度P.95  

    授業アイディア例 28年度P.13～P.14 

「４年間のまとめ」P.30～P.32  

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

①  既習の考えや経験を基に面積の求め方を考えたり、公式をつくったりする過程を重視す

る。 

② 具体物を用いたり、言葉、数、式、図、表、グラフ等を用いたりして、自分の考えたこ

 とを表現したり、友達に説明したりする活動を取り入れる。 

③ 図形と式を関連付けて明らかになった式の意味について、児童同士で再度確認したり、

 ノートに記述して整理したりする活動を取り入れる。 
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【出題の趣旨】 示された除法の式の意味を理解しているかどうかをみる。 

  （2) 算数 設問番号３(4) 計算の仕方の解釈と発展的な考察(計算の工夫) 

  学習指導要領の領域：３学年 Ｄ数量関係（1） ５学年 Ａ数と計算（3）ア、イ、ウ 

  評価の観点：数量や図形についての知識・理解  問題形式：選択式 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

３ 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  正答 い 

 
○ 式の意味を問題場面と関連付けて解釈し、その意味に基づいて的確に判断できるようにする 

日常生活の問題の解決において、除法の式を用いて数量を求めたり、除法の意味に基づいて的

確に判断したりできるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考： 報告書 28年度P.78～P.80   

計算の仕方を解釈して適用したり、発展的に考察したりすることができるかどうかをみる問題

〈関連する問題と正答率〉 
 25 年度小学校Ｂ２(1) （県 53.0％ 国 51.7％） 
 28 年度小学校Ｂ３(1) （県 66.1％ 国 62.6％） 

学習指導上の留意点

指導のポイント 

① 式が表す意味を問題場面と関連付けて考え、式の答えが表す内容を基に判断する活動を

取り入れる。   

② 数量の関係に着目し、計算に関して成り立つ性質を見いだしたり、整数の除法に関して

成り立つ法則が、小数の場合でも成り立つことを確かめたりする活動を取り入れる。 

③ 計算が簡単になるなどの数学のよさに気付き、生活や学習に活用しようとすることがで

きるようにする。 
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【出題の趣旨】   示された場面の状況から、単位量当たりの大きさを基に、所要時間の求め方と 

答えを言葉や数を用いて記述し、その結果から条件に当てはまるかどうかを判断

することができるかどうかをみる。

 (3) 算数 設問番号４(3) 日常生活の事象を数理的に捉え判断すること 

           (遊園地での待ち時間)  

 学習指導要領の領域：５学年 Ｂ量と測定(4)ア Ｄ数量関係(1)ア 

 評価の観点：数学的な考え方  問題形式：記述式 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答例 

【求め方】 ９÷３＝３で、１ポール分には３分間かかります。残り７ポールなので、 

３×７＝21 で、21 分間かかります。 【答え】21（分間）  【番号】１ 

 日常生活の問題の解決のために、場面から伴って変わる二つの数量を見いだし、数学的に表現・

処理して、判断することができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

 25 年度小学校Ｂ４(1) （県 47.3％ 国 43.1％） 

 26 年度小学校Ａ４(2) （県 64.6％ 国 60.8％） 

 
○ 日常生活の問題の解決のために、情報の中から条件に合うものを選択し、数学的に処理できる

ようにする 

  日常生活の問題の解決のために、様々な情報の中から必要な情報を収集した上で、条件に合う

ものを選択し、数学的に処理できるようにすることが大切である。 

 

 

 

 
 
・参考：解説資料 30年度P.68～P.75 

報告書     29年度P.70～P.76  30年度P.88～P.93 

学習指導上の留意点

指導のポイント 

①  児童自らが情報を整理した上で、必要な情報を選択し、問題解決する活動を設定する。

② 判断の理由について、用いた数の意味や式の意味、答えの意味等、根拠を明確にしなが

ら説明することを重視する。 
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【出題の趣旨】 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる

かどうかをみる。 

 
○ 問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるようにする 

  様々な問題を数学を活用して解決できるようにするために、問題解決の方法や手順を説明する

場面を設定し、表、式、グラフ等の「用いるもの」とその「用い方」について明らかにすること

ができるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

・参考：解説資料 28年度P.99～P.103  報告書 28年度P.113～P.118 

４ 中学校 数学 

 (1) 数学 設問番号６(2)事象の数学的な解釈と問題解決の方法(冷蔵庫) 

学習指導要領の領域：２学年 Ｃ関数 (1)イ、エ 

評価の観点：数学的な見方や考え方  問題形式：記述式 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学習指導上の留意点

日常生活や社会の事象を考察する場面において、与えられた表から必要な情報を選択し、

数学的に表現することにより事柄が成り立つ理由等を的確に説明できるかどうかをみる問題

 〈関連する問題と正答率〉 
   28 年度中学校Ｂ３(3) （県 38.9％ 国 30.3％） 

 

 正答例 

〈アを選択した場合〉 

・ 冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて、使用年数と

 総費用の関係から連立方程式をつくり、それ

 を解いて使用年数の値を求める。 

〈イを選択した場合〉 

・ 冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて、使用年数と

 総費用の関係を一次関数のグラフに表して、

 その交点の座標を読み取り、使用年数の値を

 求める。 

指導のポイント 

 ① 「連立方程式をつくり、それを解いて求める」や「２つのグラフの交点のｘ座標を読み取

る」など、問題解決の方法を説明し合い、互いの説明を比較検討する活動を取り入れる。 

 ② グラフや式を用いるなど、数学を活用するよさを感得できるようにすることで、様々な事

象の考察や問題解決に数学を活用する態度を育成する。 

〈正答の条件について〉 

 アを選択し、次の（ａ）について記述してい

るもの、または、イを選択し、次の（ｂ）につ

いて記述しているもの。 

（ａ）方程式を解いて、使用年数を求めること。

（ｂ）グラフの交点の座標から、使用年数の値

を読み取ること。 

（ａ）について、方程式を用いることのみを記

述しているものは不十分。 

（ｂ）について、グラフを用いることのみを記

述しているものは不十分。 
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(2) 数学 設問番号７(3) 証明することや反例をあげることを通して、統合的・発展     

            に考察すること(四角形の条件変え) 

学習指導要領の領域：２学年 Ｂ図形(2)ウ 

評価の観点：数学的な見方や考え方  問題形式：記述式 
 

 

 

 

 

 

 ７ 

 

  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 考察して分かったことを振り返り、図形の形を変えても同じ結論が成り立つための前提を見い

だし、数学的に表現できるかどうかをみる問題 

【出題の趣旨】 結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明すること
ができるかどうかをみる。

正答例 

・ 四角形ＡＢＣＤがひし形ならば、ＡＦ＝ＣＥ

 になる。 

・ 四角形ＡＢＣＤがＡＢ＝ＢＣの四角形なら

 ば、ＡＦ＝ＣＥになる。 

・ 四角形ＡＢＣＤが対角線ＡＣとＢＤが直交

 し、ＢＤがＡＣを二等分する四角形ならば、

 ＡＦ＝ＣＥになる。 

○ 付加した条件の下で、見いだした事柄を数学的に表現できるようにする 

新たに条件を加えた際に、見いだした事柄の前提に当たる条件と、それによって説明される結論

を明確にして表現する活動を取り入れ、付加した条件の下で、見いだした事柄を数学的に表現でき

るようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

・参考：報告書 30年度P.126～P.127    

      授業アイディア例 30年度P.13～P.14 

〈正答の条件について〉 

「○○ならば、◇◇になる。」という形で、次

の(ａ)、(ｃ)または(ｂ)、(ｃ)の条件を満たし、

成り立つ事柄を記述しているもの。 

(ａ) ○○が、「四角形ＡＢＣＤがひし形」で

  ある。 

(ｂ) ○○が、「四角形ＡＢＣＤがＡＢ＝ＢＣ

  の四角形」である。 

(ｃ) ◇◇が、「ＡＦ＝ＣＥ」である。 

(ｂ)について隣り合う２辺が等しい四角形につ

いて記述しているが、ＡＢ＝ＢＣの記述がして

いないものは不十分。 

学習指導上の留意点

指導のポイント 

① 問題に示されている条件の一部を変えた場合の図形の性質を考察する際に、もとの問題の

証明を振り返りながら方針を立てるといった見通しをもって証明する場面を設定する。 

 ② 条件の一部を変える前と変えた後の２つの証明を比べ、証明に用いた条件の違いに着目し、

  ２つの図形の違いを考察する活動を取り入れる。 
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 (3) 数学 設問番号８(2) 分布の傾向を読み取り、批判的に考察し判断すること 

                (図書だより) 

学習指導要領の領域：１学年 Ｄ資料の活用(1)イ  

評価の観点：数学的な見方や考え方  問題形式：記述式 
 

 

 

 

 

 ８ 

 

 

  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
○ 判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする 

  資料の傾向を的確に捉えることができるようにするために、資料の分布の様子を捉え、説明する

ことができるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：解説資料 29年度P.121～P.127  報告書 28年度P.126～P.130 

    授業アイディア例 28年度P.11～P.12 

学習指導上の留意点 

日常生活や社会の事象を考察する場面で、資料やグラフなどを適切に読み取り、資料の傾向を

捉え、批判的に考察して、判断の理由を数学的に説明することができるかどうかをみる問題 

正答例 

・ １日あたりの読書時間である26分は山の頂上

 の位置にないので、１日に26分ぐらい読書をし

 ている生徒が多いというのは適切ではない。

・ 度数が最大となる階級は10分以上20分未満の

 階級であるので、１日に26分ぐらい読書をして

 いる生徒が多いというのは適切ではない。 

・ １日あたりの読書時間である26分が含まれる

 階級は、度数が最大となる階級ではないので、

 １日に26分ぐらい読書をしている生徒が多いと

 いうのは適切ではない。 

指導のポイント 

 ① 自分の判断とその根拠を資料の分布の特徴を捉えて説明したり代表値を用いて説明した

りする活動を取り入れる。 

 ② データを収集し、コンピュータ等を利用して処理し、資料の傾向を捉え、改善の手立てや

対策を見いだし、それを実践し、その効果についてデータを収集して評価するという一連の

活動を経験する機会を設ける。 

〈正答の条件について〉 

・ 次の(ａ)、(ｃ)、または(ｂ)、(ｃ)について

記述しているもの。 

(ａ) １日あたりの読書時間である26分が、山の

頂上の位置にないこと。 

(ｂ) １日あたりの読書時間である26分が、度数

が最大である階級に含まれていないこと。 

(ｃ) １日に26分ぐらい読書している生徒が多

いといえそうだ、という考えは適切ではないこ

と。 

【出題の趣旨】 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明するこ
とができるかどうかをみる。
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５ 中学校「英語」 

(1)  英語 「聞くこと」設問番号４ 聞いた内容について適切に応じる 

学習指導要領の領域： ア聞くこと(ウ) 

         評価の観点：外国語理解の能力   問題形式：記述式     
 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 身近な事柄に関する簡単なメッセージを聞いて、その内容を把握し、適切に応答することが

できるようにする 

話し手からの質問や指示、依頼、提案等を聞いて、その内容や意図を正しく理解し、適切な

応答を相手に返せるようになることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・参考：中学校学習指導要領解説外国語編(H29.7)  P.56～P.57  P.68～P.69 

指導のポイント 

（聞くこと） 

① 場面や状況等の設定を工夫し、話し手からの働きかけに対して様々な反応をする活動を

行わせ、どのような応答があり得るか考えさせる。 

② 相手の言ったことに対して確認したり、交渉したりするなど、やり取りを伴う応答がで

きるように指導する。 

（書くこと） 

① 聞いた内容に関する感想、賛否やその理由等を書く活動を取り入れる。 

② 話題となっている内容を聞いて理解し、それを基に思考・判断したことについて、自

分の考えや気持ち等を主体的に伝え合う言語活動を設け、その発話内容を整理しなが

ら書くなど、領域間の統合を図った活動を取り入れる。 

正答例 You can try the judo. 

４（放送問題） 

英語の授業で、来日予定の留学生からの音声メッセージを聞くところです。メッセージの内容を踏まえ

て、あなたのアドバイスを英語で簡潔に書きなさい。 

   Hello. I’m Nick.  I’m looking forward to meeting you.  I’m going to stay in your country 
for two weeks.  I hear that there are a lot of club activities in Japanese schools.  I want to 
try some!  Which club activities can I try?  Can you give me some advice?  I’m waiting for 
your answer.  Thank you.  

学習指導上の留意点 

 
【出題の趣旨】 聞いて把握した内容について、適切に応じることができるかどうかをみる。

 話し手からの依頼、提案等を聞き、適切な応答を相手に返すことで、その内容や意図を正しく

理解しているかどうかをみる問題 

〈関連する問題〉 

30 年度予備調査４ 
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【出題の趣旨】 書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよう、話の内容や

書き手の意見等を捉えることができるかどうかをみる。 

(2) 英語 「読むこと」設問番号８ 読んだ内容について適切に応じる 

学習指導要領の領域：ウ読むこと(オ) 

評価の観点：外国語理解の能力  問題形式：記述式               
 
 
 
 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 社会的な話題に関して読んだことを基に、その内容に関する自分の意見や感想等を書くことが

できるようにする 

読んだことの内容を理解するだけでなく、内容に関して自分の意見や感想をもち、それらをま

とめて書くことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：中学校学習指導要領解説外国語編(H29.7)  P.28  P.60～P.61  P.68～P.69 

８ 英語の授業で、次のような資料が配られました。これを読んで、文中の問いかけに対するあなたの考えを

英語で簡潔に書きなさい。 

  There are a lot of hungry people in the world.  The World Food Programme gives food to about 
90,000,000 people in 83 countries.  Japan is a member of this project.  However, here in 
Japan, people waste more than 6,000,000t of food every year.  It means that one person wastes 
two rice balls every day.  We waste food not only at home, but also at restaurants, convenience 
stores, supermarkets, schools, and some other places.  That is really mottainai !  We have to 
stop wasting food now.  What can we do about this problem? 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

（読むこと） 

① 読む目的に応じて要点を把握できるようにさせるために、収集・整理した複数の情報を

取り出して総合的に判断し、要点を把握するだけでなく、領域間の統合的な言語活動を設

定する。 

② 説明文を読み、筆者の主張を数文でまとめた上で、自分ができること等について、ペア

やグループで尋ね合ったり伝え合ったり、さらにそれを簡潔に書いて表現する活動を取り

入れたりする。 

（書くこと） 

① 話題となっている内容を読んで理解し、それを基に思考・判断したことについて、自分

の考えや気持ち等を主体的に伝え合う言語活動を設定し、その発話内容を整理しながら書

くなど、領域間の統合的な言語活動を取り入れる。 

② 環境問題や科学技術の発達、社会貢献等を話題として実際の生活において必要な場面を

想定した言語活動を通して、自分の意見や感想等を深め、「書くこと」の活動に取り組ま

せる。 

 読んだ後に感想や意見、賛否、また、その理由を示すことを念頭に置いて、話の内容や書き手の

意見等を主体的に捉えることができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題〉 

30 年度予備調査８ 

 正答例 We should not buy too much food. 
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(3) 英語 「書くこと」設問番号 10 まとまりのある文章を書く 

      学習指導要領の領域：エ書くこと(オ) 

      評価の観点：外国語表現の能力    問題形式：記述式 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

      ※ 短縮形（I'mや don'tなど）は１語と数え、符号（ , や ? など）は語数に含めません。 

         （例）  No,     I'm     not. 【３語】 

 

 

 

 

 
○ 自分の伝えたいことや情報、考えたことや感じたこと等を明らかにし、それらを整理した上

で、内容的にまとまりのある文章を書くことができるようにする 

文と文の順序や相互の関連に注意を払い、全体として一貫性のある文章を書けるようにする

とともに、よりよく読み手に伝わるよう意識しながら、自分の言いたいことに最もふさわしい

表現形式を工夫することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・参考：中学校学習指導要領解説外国語編(H29.7) P.27～P.28 P.67～P.69 

指導のポイント 

①  挨拶状、ホームステイにまつわる手紙、家族や親戚、友達等に近況を伝える手紙、 

旅行先からの手紙や葉書、電子メール、関心のある話題についての新聞への投稿等、 

生徒が関心をもっている身近な話題や生徒の体験等と関連付け、意欲的に書く機会を 

増やす。 

② 学校行事や部活動、休日の過ごし方等、具体的で関心が高く、想起しやすいものを 

テーマに設定し、簡単な語句や文を用いて、日記等の形式によって、英文を書く機会 

を増やす。 

③ 出来事等を説明するために基本的な語彙や表現に親しむ機会を、「聞くこと」「読む 

こと」「話すこと」の活動を通して多く与え、「書くこと」の活動につなげる。 

④ キーワードを整理して書くことや、５Ｗ１Ｈを意識しながら全体の構想を考えて書 

くこと、文と文のつながりを示す語句を効果的に用いながら書くことができるように 

指導する。 

⑤ 教科書に取り上げられている話題に関する自分の意見や感想等を、スピーチの形式や、

新聞やホームページ等への投稿文の形式で書いたり、ディベートの立論形式に則って 

書いたりする活動を取り入れる。 

10 海外のある町が、外国人旅行客にも分かりやすいタウン・ガイドを作成するために、「学校」を表す２つのピ

クトグラム（案内用図記号）のうち、どちらがよいかウェブサイトで意見を募集しています。どちらかの案を

選び、２つの案について触れながら、あなたの考えを理由とともに 25 語以上の英語で書きなさい。 

 

学習指導上の留意点 

 
 

 

【出題の趣旨】 与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながり等に注意して

まとまりのある文章を書くことができるかどうかをみる。 

 ２つの案の対比を通して、理由を明らかにしながら、自分の考えを書くことができるかどうか
をみる問題 
〈 関連する問題 〉 30 年度予備調査 10 

 正答例 I think A is better.  It shows a teacher and students in a classroom, so it looks

 like a school.  I don’t think B is good because it looks like a library.  

15



 

 
 
 
 
 

【出題の趣旨】 聞いて把握した内容について、やり取りすることができるかどうかをみる。

(4) 英語 「話すこと」設問番号２ 即興でやり取りをする 

学習指導要領の領域：イ話すこと(ウ) 

評価の観点：外国語表現の能力  問題形式：口述式                

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 即興で考えや気持ち等を伝え合ったり、聞いたことを基にやり取りを展開したりすること

ができるようにする 

  相手の発話に応じて、それに関連した質問や意見を述べるなど、会話を継続・発展させる

ことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・参考：中学校学習指導要領解説外国語編(H29.7) P.22～P.23 P.61～P.63 

指導のポイント 

① あらかじめ原稿を準備してから話すのではなく、「その場で」考えて、互いに質問

したり、意見を交換したりして会話を継続・発展させ、情報や考え等を理解したり、

適切に伝えたりする活動を取り入れる。 

② 聞いて得た内容について質問し合い、応答し合いながら、ペアやグループで多様 

な考え方や立場を共有する活動を取り入れる。 

③ 身近な話題を選択したり、スピーチ活動等で扱ったことのあるテーマを取り上げ 

るなど、既習事項を活用したりすることや、伝え合う活動を継続的に設定し、言い 

たいことを即興で表現できる範囲を徐々に拡大していくことができるようにする。 

④ 話のきっかけを作ったり対話を始めたりすることや、会話の流れに応じて関連す 

る多様な質問を即座にする場面を言語活動の中に設定する。 

⑤ 活動中の言語使用について具体的にフィードバックしたり、使用した英語につい 

て振り返り、場面に応じた適切な表現方法を確認する機会を与えたりする。 

⑥ 生徒の伝えようとする意欲を大切にするとともに、会話を継続させようとしてい 

る生徒を認めたり、よいモデルとして全体で共有したりしながら、使用する形式を 

多様にしていく指導を計画的に行う。 

学習指導上の留意点 

２ 

 あなたは、ユイコとアラン先生と話しています。まず、ユイコとアラン先生が、２人で話している場面から

始まります。そのあと、あなたが尋ねられたら、２人のやり取りの内容を踏まえて、会話が続いていくように

英語で応じてください。解答時間は 20 秒です。それでは始めます。 

A: Look at this picture of my family. 

    This is my favorite picture. 

Y:  Nice!  Who is she? 

A: Oh, she is my mother, Nancy.   

   And he is my brother, Tom.  He can cook very well.

Y:  I see.  What kind of work does your mother do? 

A: She is a teacher. 

  Do you have any other questions about them? 

 情報や考え等を即座にやり取りしたり、相手の発話の内容を踏まえて、それに関連した質問や
意見を述べたりして、会話を継続させていくことができるかどうかをみる問題 

〈 関連する問題 〉 30 年度予備調査 12 

正答例 What kind of food does your brother cook?  
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平成31年度全国学力・学習状況調査問題に関するアンケート調査結果

（児童生徒にとって課題のみられる問題）

★印は 「特徴的な問題」として取り上げる問題、

【国語】

小学校国語
設問番号 問題の概要 問題形式

１ 三 公衆電話について調べたことを【報告する文章】の に 「２ 記述式、

調査の内容と結果」の（１）と（２）で分かったことをまとめて書

く。

★ ２ 一 食べ物の保存についてまとめている【ノートの一部】の イ に、 記述式

(2) 疑問に思ったこと の②に対する答えになるように考えて書く。

★ ３ 三 【インタビューの様子】の イ に、畳職人の仕事への思いや考え 記述式

に着目して心に残ったことを書く。

〈課題〉

・目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くこと

・目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むこと

・話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめること

中学校国語
設問番号 問題の概要 問題形式

★ １ 三 「みんなの短歌」に掲載されている短歌の中から一首を選び、感じ 記述式

たことや考えたことを書く。

２ 三 話合いの流れを踏まえ 「どうするか決まっていないこと」について 記述式、

自分の考えを書く。

★ ３ 二 広報誌の一部にある情報を用いて、意見文の下書きに「魅力」の具 記述式

体例を書き加える。

〈課題〉

・文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えをもつこと

・話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつこと

・伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くこと

【算数・数学】

小学校算数

設問番号 問題の概要 問題形式

★ １(3) 減法の式が、示された形の面積をどのように求めているのかを、式 記述式

や演算の表す内容に着目して書く。

２(3) 二つの棒グラフから、一人当たりの水の使用量についてわかること 記述式

を選び、選んだわけを書く。

３(2) 減法の計算の仕方についてまとめたことを基に、除法の計算の仕方 記述式

についてまとめると、どのようになるのかを書く。

★ ４(3) 残り７ポール分進むのにかかる時間の求め方と答えを記述し、24分 記述式

間以内にレジに着くことができるかどうかを判断する。

〈課題〉

・図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述すること

・資料の特徴や傾向を関連付けて、一人当たりの水の使用量の増減を判断し、その理由を記述する

こと

・計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を記述すること

・単位量当たりの大きさを基に、求め方と答えを記述し、その結果から判断すること
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中学校数学

設問番号 問題の概要 問題形式

★ ６(2) 冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて、式やグラフを用いて、２つの総費用 記述式

が等しくなる使用年数を求める方法を説明する。

★ ７(3) 四角形ＡＢＣＤがどのような四角形であれば、ＡＦ＝ＣＥになるか 記述式

を説明する。

★ ８(2) 「１日に26分ぐらい読書している生徒が多い」という考えが適切で 記述式

はない理由を、ヒストグラムの特徴を基に説明する。

〈課題〉

・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること

・結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明すること

・資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること

【英語】

中学校英語

設問番号 問題の概要 問題形式

★ ４ 来日する留学生の音声メッセージを聞いて、部活動についてのアド 記述式

バイスを書く。

７ チンパンジーに関する説明文とその前後にある対話を読んで、書き 選択式

手が最も伝えたい内容を選択する。

★ ８ 食糧問題について書かれた資料を読んで、その問題に関する自分の 記述式

考えを聞く。

★ 10 学校を表す２つのピクトグラム（案内用図記号）の案を比較して、 記述式

どちらがよいか理由ととともに意見を書く。

〈課題〉

・聞いて把握した内容について、適切に応じること

・まとまりのある文章を読んで、説明文の大切な部分を理解すること

・書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよう、話の内容や書き手の意見等を捉え

ること

・テーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意してまとまりのある文章を書くこと
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平成31年度全国学力・学習状況調査の傾向

区 分 児童生徒質問紙(小学校・中学校)

特 徴 １ 分類区分

・総数は、小学校が12から３減り、９となった。中学校は12から１減り、

11となった。

２ 質問数

・小学校は、昨年度より４問減り、58問である。新設の質問は、国語科に

関する質問９問を含む26問、削除された質問は、30問である。

・中学校は、昨年度より10問増え、69問である。新設の質問は、国語科に

関する質問９問、英語に関する質問14問を含む43問、削除された質問は、

33問である。

３ 本年度の特徴

・29年度の学校質問紙に新設されたコンピュータ等のＩＣＴの活用に関し

て、児童生徒に授業での使用頻度や活用したいと思うかを問う質問が新

設された。小(27)(28)中(30)(31)

・理科の学習についての質問が削除され、国語科についての質問となった。

・中学校では、英語についての質問が新設された。中(54)～(66)(69)

・中学校では、学校の部活動に参加する主な理由を問う質問が新設された。

中(29)

注目すべき １ 新設された質問（質問番号は31年度のもの、 は29年度から復活した

質問 もの）

・小中(７) 「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していな

いところについて、分かるまで教えてくれていると思う」

・小中(９) 「ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある」

・小中(10) 「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している」

・小中(11) 「学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組

み、うれしかったことがある」

・小中(12) 「学校に行くのは楽しいと思う」

・小中(14) 「人が困っているときは、進んで助けている」

・小中(20) 「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本(教科書や参考書、

漫画や雑誌は除きます。)を読んだり、借りたりするために、

学校図書館・学校図書室や地域の図書館にどれくらい行き

ますか。」

・小中(21) 「読書は好きですか。」

・小中(25) 「外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知

ったりしてみたいと思う」

・小中(26) 「日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人

にもっと知ってもらいたいと思う」

・中(27) 「学校の部活動に参加していますか。」

・中(28) 「普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、部

活動をしますか。」

・中(29) 「学校の部活動に参加する主な理由は、以下のうちどれですか。」

・小(27)中(30)「５年生まで(１、２年生のとき）に受けた授業で、コンピ

ュータなどのICTをどの程度使用しましたか。」
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・小(28)中(31)「授業でもっとコンピュータなどのICTを活用したいと思い

ますか。」

・小(30)中(33)「授業で学んだことを、ほかの学習に生かしている」

・小(31)中(34)「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集

め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取

り組んでいると思う」

・小(32)中(35)「あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級

会(学級活動)で話し合い、互いの意見のよさを生かして

解決方法を決めていると思う」

・小(33)中(36)「学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分

が努力すべきことを決めて取り組んでいると思う」

・小(34)中(39)「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグルー

プで話し合ったりする活動に取り組んでいる(取り組んで

いた)と思う」

・小(37)中(40)「国語の勉強は好きだ」

・小(38)中(41)「国語の勉強は大切だ」

・小(39)中(42)「国語の授業の内容はよく分かる」

・小(40)中(43)「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに

役に立つ」

・小(41)中(44)「国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で、話し

たり聞いたり書いたり読んだりするときに活用しようと

している」

・小(42)中(45)「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり

書いたりしている」

・小(43)中(46)「国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき、

うまく伝わるように理由(根拠)を示したりするなど、話

や文章の組立てを工夫している」

・小(44)中(47)「国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応じて、必

要な語や文を見つけたり、文章や段落どうしの関係を考

えたりしながら読んでいる」

・小(45)中(48)「今回の国語の問題では、解答を文章で書く問題がありま

した。それらの問題について、どのように解答しました

か。」

・中(54) 「英語の勉強は好きだ」

・中(55) 「英語の勉強は大切だ」

・中(56) 「英語の授業はよく分かる」

・中(57) 「英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に

立つ」

・中(58) 「あなたはこれまで、学校の授業やそのための学習以外で、日

常的に英語を使う機会（地域の人や海外にいる人と英語で話

す、英語で手紙や電子メールを書く、英語のテレビやホーム

ページを見る、英会話教室に通うなど）が十分にありました

か。」

・中(59) 「あなたは将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業

に就いたりしたいと思いますか。」

・中(60) 「英語を聞いて(一文一文ではなく全体の)概要や要点をとらえ

る活動が行われていたと思う」

・中(61) 「英語を読んで(一文一文ではなく全体の)概要や要点をとらえ

る活動が行われていたと思う」

・中(62) 「原稿などの準備をすることなく、(即興で)自分の考えや気持

ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思う」
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・中(63) 「スピーチやプレゼンテーションなど、まとまった内容を英語

で発表する活動が行われていたと思う」

・中(64) 「自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われていたと

思う」

・中(65) 「聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答

したり意見を述べ合ったりする活動が行われていたと思う」

・中(66) 「聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書い

てまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われ

ていたと思う」

・中(69) 「英語(｢聞くこと｣｢読むこと｣｢書くこと｣)(45分)

２ 変更された質問 （質問番号は31年度のもの）

・小「国語Ａ(20分)」「国語Ｂ(40分)」、中「国語Ａ(45分)」「国語Ｂ(45分)」

→小(57)「国語(45分)」、中(67)「国語(50分)」

・小「算数Ａ(20分)」「算数Ｂ(40分)」、中「数学Ａ(45分)」「数学Ｂ(45分)」

→小(58)「算数(45分)」、中(68)「数学(50分)」

３ 削除された質問（質問番号は30年度のもの）

・小中(11) 「学校の宿題をしている」

・小中(12) 「学校の授業の予習・復習をしている」

・小中(13) 「予習・復習やテスト勉強などの自学自習において、教科書

を使いながら学習をしている」

・小中(16) 「放課後に何をして過ごすことが多いですか。」

・小中(17) 「週末に何をして過ごすことが多いですか。」

・小中(19) 「５年生まで(１、２年生のとき)に受けた授業や課外活動で

地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会が

あったと思う」

・小中(21) 「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある」

・小中(23) 「地域社会などでボランティア活動に参加したことがありま

すか。」

・小中(24) 「地域の大人(学校や塾・習い事の先生は除きます。)に勉強

やスポーツを教えてもらったり、一緒に遊んだりすること

がありますか。」

・小中(26) 「テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ま

すか。(携帯電話やスマートフォンを使ってインターネット

のニュースを見る場合も含みます。)」

・中(30) 「数学ができるようになりたい」

・中(31) 「数学の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法

を考える」

・中(32) 「数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できない

か考える」

・中(34) 「数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がない

か考える」

・中(35) 「数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理解する

ようにしている」

・中(36) 「数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに

書いている」

理科の学習について

・小(38)～小(54)、中(38)～中(51)

・小(62)中(59)「理科(40分)」「理科(45分)」
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平成31年度全国学力・学習状況調査の傾向

区 分 学校質問紙（小学校・中学校）

特 徴 １ 分類区分
・総数は小学校が13で変更なく、中学校は13から１増え、14となった。「理科の
指導方法」が削除され、「国語科の指導方法」が追加された。中学校では「英
語科の指導方法」が追加された。また、「教職員の資質能力の向上」「主体的
・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況」「ＩＣＴを活用
した学習状況」等、分類区分の構成が変更された。

２ 質問数
・小学校では、昨年度より20問減り、64問である。新設の質問は、国語科に関す
る質問（再掲）６問を含む15問、削除された質問は、35問である。

・中学校では、昨年度より１問減り、80問である。新設の質問は、国語科に関す
る質問（再掲）６問と英語科に関する質問13問を含む31問、削除された質問は、
32問である｡

３ 本年度の特徴
・分類区分に「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状
況」が新設され、小学校・中学校とも７の質問があった。

小(32～38)、中(33～39)
・日本語指導が必要な児童数・生徒数を問う質問が再掲された。 小中(７)
・部活動のあり方について、保護者や地域と連携して見直しを進めているかを問
う質問が新設された。 中(22)

・中学校では、英語の指導についての質問が新設された。 中(50～62)
・家庭学習について、小学校では「国語・算数共通」が、中学校では「国語・数
学共通」が、いずれも「教科共通」になった。

・家庭学習について、小学校では「算数」「理科」の質問が削除され、「国語」
の質問となった。また、中学校では「数学」「理科」の質問が削除され、「国
語」「英語」の質問となった。 小(61、62)、中(75～78)

注目すべき １ 新設された質問（質問番号は31年度のもの）
質問 小中１．学校規模等 （29年度より再掲）

・小中(７) ｢日本語指導が必要な児童(生徒)は、何人ですか。｣
小中２．生徒指導等 （29年度より再掲）
・小中(８) ｢熱意をもって勉強している｣
・小中(10) ｢礼儀正しい｣

小中３．学校運営に関する状況
・中(22) ｢部活動のあり方について、保護者や地域と連携して見直しを進めて

いる｣
小中５．主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
・小(33)中(34)「総合的な学習の時間において、課題の設定からまとめ・表現に

至る探究の過程を意識した指導をしている」(29年度より再掲）
・小(34) 「学級生活をよりよくするために、学級会で話し合い、互いの意見の

よさを生かして解決方法などを合意形成できるような指導を行って
いる」

・中(35) 「学級生活をよりよくするために、学級活動で話し合い、互いの意見
のよさを生かして解決方法などを合意形成できるような指導を行っ
ている」

・小(35)中(36)「学級活動の授業を通して、今、努力すべきことを学級での話合
いを生かして、一人一人の児童(生徒)が意思決定できるような
指導を行っている」

・小(36) 「特別の教科 道徳において､児童自らが自分自身の問題として捉え、
考え、話し合うような指導の工夫をしている」

・中(39) 「道徳の時間において､生徒自らが自分自身の問題として捉え､考え、
話し合うような指導の工夫をした」

小中６．国語科の指導方法 （29年度より再掲）
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・小(39)中(40)「補充的な学習の指導」
・小(40)中(41)「発展的な学習の指導」
・小(41)中(42)「目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業」
・小(42)中(43)「書く習慣を付ける授業」
・小(43)中(44)「様々な文章を読む習慣を付ける授業」
・小(44)中(45)「漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業」

中８．英語科の指導方法
・中(50) 「補充的な学習の指導」
・中(51) 「発展的な学習の指導」
・中(52) 「英語を聞いて(一文一文ではなく全体の)概要や要点をとらえる言語

活動」
・中(53) 「英語を読んで(一文一文ではなく全体の)概要や要点をとらえる言語

活動」
・中(54) 「原稿などの準備をすることなく、(即興で)自分の考えや気持ちなど

を英語で伝え合う言語活動」
・中(55) 「英語でスピーチやプレゼンテーションなど、まとまった内容を発表

する言語活動」
・中(56) 「自分の考えや気持ちなどを英語で書く言語活動」
・中(57) 「聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答したり

意見を述べ合ったりする言語活動」
・中(58) 「聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまと

めたり自分の考えを英語で書いたりする言語活動」
・中(59) 「調査対象である第３学年の生徒に対する英語の授業において、前年

度までに、生徒が英語に接する機会を増やし、教室を実際のコミュ
ニケーションの場とする観点から、どの程度、授業を英語で行いま
したか。」

・中(60) 「前年度までに､英語教育に関して､お互いの授業を見て指導方法や指
導内容を学び合うなどの連携を小学校とどの程度行いましたか。」

・中(61) 「年間の授業のうち、どのくらいの頻度でＡＬＴ(外国語指導助手)を
活用した授業を行いましたか。」

・中(62) 「英語担当教師とＡＬＴ(外国語指導助手)との間で、授業のねらいや
活動の意図、各学級や一人一人の生徒の実態等について共通認識を
持ち、協力して授業を行うことができていると思いますか。」

小12中13．家庭学習
【国語】
・小(61)中(75)「家庭学習の課題(宿題)を与える」
・小(62)中(76)「児童(生徒)に与えた家庭学習の課題(長期休業期間中の課題を

除きます｡)についての評価・指導を行う」
【英語】
・中(77) 「家庭学習の課題(宿題)を与える」
・中(78) 「生徒に与えた家庭学習の課題(長期休業期間中の課題を除きます｡)

についての評価・指導を行う」

２ 変更された質問（質問番号は31年度のもの）
小中２．生徒指導等
・「前年度までに、学校生活の中で、児童(生徒)一人一人のよい点や可能性を見

付け評価する(褒めるなど)取組をどの程度行いましたか。」
→小中(14) 「学校生活の中で、児童(生徒)一人一人のよい点や可能性を見付

け評価する(褒めるなど)取組を行った」に変更された。
・「模擬授業や事例研究など、実践的な研修を行っている」
→小(24)中(25)「授業研究や事例研究など、実践的な研修を行っている」

小中５．主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
・「児童(生徒)は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り

組むことができている。」
→小(32)中(33)「児童(生徒)は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組むことができていると思いますか。」
小12中13．家庭学習
【教科共通】
・「家庭学習の取組として、児童(生徒)に家庭での学習方法等を具体例を挙げな

がら教える」
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→小(60)中(74)「家庭学習の取組として、学校では、児童(生徒)に家庭での学
習方法等を具体例を挙げながら教える」

３ 削除された質問（分類区分や質問番号は30年度のもの）
１．学校規模
・小中(３)「平成29年５月１日現在の第５(２)学年の児童(生徒)数(特別支援学

級の児童(生徒)数は除きます｡)は何人ですか。」
・小中(６)「平成29年５月１日現在の第５(２)学年の児童(生徒)数(特別支援学

級の児童(生徒)数は除きます｡)は何学級ですか。」
２．教員
・小中(８)「経験年数が５年未満の教員は何人ですか。」
・小中(９)「経験年数が５年以上10年未満の教員は何人ですか。」
・小中(10)「経験年数が10年以上20年未満の教員は何人ですか。」
・小中(11)「経験年数が20年以上の教員は何人ですか。」

３．児童
・小(15) 「調査対象日現在の第６学年の児童が、第６学年に進級する際に、ク

ラス替えをしましたか。」
５．学習指導・生徒指導
・小(27)中(26)「教科等の指導に当たって、地域や社会で起こっている問題や出

来事を学習の題材として取り扱った」
・小(29)中(28)「調査対象である第６(３)学年の児童(生徒)に対する指導におい

て､前年度に、児童(生徒)がコンピュータ等のＩＣＴを活用する
学習活動を1クラス当たりどの程度行いましたか。」

７．算数(数学)科の指導方法
・小(35)中(34)「前年度に、習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行

い、習得できるようにした」
・小(36)中(35)「前年度に、習熟の早いグループに対して少人数による指導を行

い、発展的な内容を扱った」
・小(41) 「調査対象である第６学年の児童に対する算数の授業では、前年度ま

でに、教科担任制を実施していましたか。」

８．理科の指導方法
小(42)～小(51)、中(40)～中(49)

10．地域の人材・施設の利用
・小(53)中(51)「地域の人材を外部講師として招聘した授業」
・小(54)中(52)「ボランティア等による授業サポート(補助)」
・小(55)中(53)「博物館や科学館、図書館を利用した授業」
・小(56)中(54)「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えさせるような

指導」
・小(57)中(55)「授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わった

りする機会の設定」
・小(58) 「調査対象である第６学年の児童に対して小学校在籍期間中に、教育

課程に位置づけられた自然の中での集団宿泊活動を行ったことがあ
りますか、または今後行う予定がありますか。」

11．家庭学習
【国語・算数(数学)共通】
・小(63)中(60)「保護者に対して児童(生徒)の家庭学習を促すような働きかけ」
・小(65)中(62)「家庭学習の取組として、調べたり文章を書いたりしてくる宿題

を与える」
【算数(数学)】
・小(67)中(64)「家庭学習の課題(宿題)を与える」
・小(68)中(65)「児童(生徒)に与えた家庭学習の課題(長期休業期間中の課題を

除きます｡)についての評価・指導」
【理科】
・小(69)中(66)「家庭学習の課題(宿題)を与える」
・小(70)中(67)「長期休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を

与える」
・小(71)中(68)「児童(生徒)に与えた家庭学習の課題(長期休業期間中の課題を

除きます｡)についての評価・指導」
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